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国土形成計画
東北圏広域地方計画（中間整理案）について
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南部鉄器（岩手県）南部鉄器（岩手県）
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『『美しい太平洋と日本海美しい太平洋と日本海 』』

食料自給率カロリーベース食料自給率カロリーベース
（全国順位・％）（全国順位・％）

原子力発電所出力割合原子力発電所出力割合
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猪苗代湖（福島県）猪苗代湖（福島県）

東北圏の特徴とポテンシャル

『『 起伏に富んだ山地起伏に富んだ山地』』 『『豊かな自然と水資源豊かな自然と水資源 』』
太平洋のリアス式海岸（太平洋のリアス式海岸（岩手岩手県）県）

海岸線が美しい日本海（秋田県）海岸線が美しい日本海（秋田県）

信濃川（新潟県）信濃川（新潟県）

白神山地（青森県・秋田県）白神山地（青森県・秋田県）

２．広範囲に都市が分散する圏土構造２．広範囲に都市が分散する圏土構造

『『広大な面積と豊富な森林広大な面積と豊富な森林』』

国 土 面 積 の

約２割を占める

３．気象、災害等の自然の脅威３．気象、災害等の自然の脅威

豪雪地帯・豪雪地帯・
特別豪雪地帯指定地域特別豪雪地帯指定地域 岩手・宮城内陸地震（岩手・宮城内陸地震（H20.6H20.6））

青森ねぶた祭り青森ねぶた祭り
（青森県）（青森県） 蔵王の樹氷（宮城県・山形県）蔵王の樹氷（宮城県・山形県）

きりきりたんぽたんぽ鍋（秋田県）鍋（秋田県）

宅地
3%

その他
13%

農用地
14%

森 林
70%

東北圏土地利用面積割合東北圏土地利用面積割合

１．広大な面積と豊かな自然環境１．広大な面積と豊かな自然環境

４．特徴ある祭り、４．特徴ある祭り、
伝統、文化、伝統、文化、
冬の魅力冬の魅力

５．食料とエネルギーのポテンシャル５．食料とエネルギーのポテンシャル

６．優れた人材や技術、ものづくり技術６．優れた人材や技術、ものづくり技術

野口英世（福島県出身）野口英世（福島県出身）

●● 人口人口 ：： １，２０７万人１，２０７万人
●● 面積面積 ：： ７．４万ｋｍ７．４万ｋｍ22

資料：資料：ＨＨ1717国勢調査国勢調査

豪雪地帯

うち特別豪雪地帯

１

資料：資料：都道府県別食料自給率都道府県別食料自給率
((平成平成2020年年33月月2828日公表）日公表）

農林水産省農林水産省

資料：原子力資料：原子力22007007
（財）日本原子力文化振興財団（財）日本原子力文化振興財団

資料：各県資料（資料：各県資料（H17H17））
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他
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世帯普及率（全国）
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「海溝沿いの主な地震の今後30年以内の発生確率」
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輸出額対全国比 輸入額対全国比

　　 対全国比（％）

２．８％

（約18,937億円）

１．２％

（約8,876億円）

契約数 世帯普及率（％）

５５％

４４％

1,905,495

ブロードバンドサービスに係る世帯普及率
輸出入額の対全国比

認証されたＮＰＯ法人認証されたＮＰＯ法人

累積件数（東北圏）累積件数（東北圏）

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 総数

５０

４０

３０

２０

１０

０

東北圏の人口推移・予測

内閣府「都市と農山漁村の共生・対流に関する世論調査」

※全国20歳以上対象（調査員による個別面接聴取）

東北圏を取り巻く潮流

５．ライフスタイルの多様化、５．ライフスタイルの多様化、
公の役割を果たす主体の成長公の役割を果たす主体の成長

三陸沖北部
(Ｍ8.0前後)7％、
(Ｍ7.1～7.6)90％

宮城県沖
（Ｍ7.5前後）99％

三陸沖～房総沖
・津波型（Ｍ8.2前後）20％
・正断層型（Ｍ8.2前後）7％

佐渡島北方沖
（Ｍ7.8程度）6％

秋田県沖
（Ｍ7.5程度）3％

三陸沖南部海溝寄
(Ｍ7.7前後)70～80％

４．安全・安心、地球環境、美しい４．安全・安心、地球環境、美しい
景観や文化に対する意識の高まり景観や文化に対する意識の高まり

３．情報通信技術３．情報通信技術(ICT)(ICT)の発達の発達

１．人口減少・高齢化の進行１．人口減少・高齢化の進行

２．２． グローバル化の進展やグローバル化の進展や
東アジアの経済成長東アジアの経済成長

定住、二地域居住の願望の有無定住、二地域居住の願望の有無
（年代別）（年代別）

（％）
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資料：内閣府国民生活局

※東北各７県が認証した件数の合計

２

《《 東アジアの急速な経済成長東アジアの急速な経済成長》》

資料：資料：貿易統計（財務省）貿易統計（財務省）

資料：各年国勢調査（～資料：各年国勢調査（～H17H17）都道府県の将来推計人口）都道府県の将来推計人口 平成平成1199年年55月推計月推計
（国立社会保障・人口問題研究所）（国立社会保障・人口問題研究所）

《《地球温暖化の進展地球温暖化の進展》》

資料：資料：ブロードバンドサービスの契約数等ブロードバンドサービスの契約数等（総務省）（総務省）

20302030年までの平均成長率年までの平均成長率

出典：世界経済の潮流出典：世界経済の潮流20042004秋（内閣府）秋（内閣府）
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今後今後1010年の人口増減率（推計値）年の人口増減率（推計値）

※今後10年の人口増減率
→H17年を基準年とし、Ｈ２７年推計
値との増減率を図化

（１）地域格差の存在と厳しい雇用環境

（２）競争力ある産業の振興

（３）エネルギーの安定供給

（４）農林水産業の維持・強化

（５）物流拠点の整備と交通・情報通信ネットワークの構築

人口１人当たりの県民所得人口１人当たりの県民所得

東北圏発展の課題－１

米代川・北上川の水害米代川・北上川の水害
（Ｈ（Ｈ19.919.9））

（１）自然災害に対する安全安心の確保
今後今後3030年以内に震度年以内に震度66以上以上
の揺れに見舞われる確率の揺れに見舞われる確率

１．自然災害に対する安全・安心の確保１．自然災害に対する安全・安心の確保
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東北圏の県別人口推移・予測東北圏の県別人口推移・予測

新潟県1995年
249万人

宮城県2000年
237万人

福島県1995年
213万人

青森県1985年
152万人

岩手県1985年
143万人

秋田県1980年
126万人

山形県1985年
126万人

（万人）

S45   S50    S55   S60    H 2    H 7   H12    H17   H22   H27   H32   H37   H42    H47   

平成19年12月時点

３．産業の活性化、３．産業の活性化、
競争力ある産業の振興競争力ある産業の振興

（１）国際交流・連携のための基盤整備
（２）戦略的、効率的な交際物流

自地域内の港湾でコンテナ自地域内の港湾でコンテナ
貨 物 を 取 り 扱 う 割 合貨 物 を 取 り 扱 う 割 合

46%

51％
その他港

３ %

京浜港

100%
85％
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40% 全国
平均

東
北
圏0%

46％
訪日外国人客の県別訪問率訪日外国人客の県別訪問率

※※「今回の旅行中に当該地を訪問した」回答数「今回の旅行中に当該地を訪問した」回答数
÷÷全回答数全回答数××１００１００

４．国際交流・連携の強化４．国際交流・連携の強化

（１）豪雪地帯における安全で快適な生活空間

（２）利雪の推進
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２．克雪・利雪の推進２．克雪・利雪の推進

利雪の取組み例利雪の取組み例
（（雪山による簡易冷房雪山による簡易冷房

システム試験システム試験））

（％）

東北圏産業別県内総生産額東北圏産業別県内総生産額
構成比特化係数構成比特化係数

東北圏の交通基盤東北圏の交通基盤

３

資料：各年国勢調査（～資料：各年国勢調査（～H17H17）都道府県の将来推計人口）都道府県の将来推計人口 平成平成1199年年55月推計月推計
（国立社会保障・人口問題研究所）（国立社会保障・人口問題研究所）

資料：資料：H17H17国勢調査（総務省）国勢調査（総務省）
日本の市区町村別将来推計人口日本の市区町村別将来推計人口 平成平成1515年年1212月推計（国立社会保障・人口問題研究所）月推計（国立社会保障・人口問題研究所）

確 率

資料：資料：全国を概観した地震動予測地図全国を概観した地震動予測地図
（（20082008年年11月月11日基準）日基準）防災科学技術研究所防災科学技術研究所

資料：資料：外貿コンテナ外貿コンテナ
貨物流動調査（貨物流動調査（H15H15））

全国平均 2,998 千円/年

3,600千円以上

3,200千円以上 ～3,600千円未満

2,800千円以上 ～3,200千円未満

2,400千円以上 ～2,800千円未満

2,400千円未満

資料：平成17年度県民経済計算
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高速道路などの高速交通体系においては、
未整備区間が多く残っている。

資料：平成資料：平成1177年度年度
県民経済計算県民経済計算

国県道の冬季通行不能区間国県道の冬季通行不能区間
延長比延長比（（H18H18））

資料：資料：（財）（財）日本道路交通情報センター日本道路交通情報センター
道路統計年報道路統計年報22007007

資料：資料：JNTOJNTO訪日外客実態調査訪日外客実態調査
（（20062006--20072007））
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（１）農山漁村、離島・半島を中心とした人口減少、（１）農山漁村、離島・半島を中心とした人口減少、
高齢化の対策高齢化の対策

（２）情報通信格差の解消（２）情報通信格差の解消

（３）中心市街地の活性化（３）中心市街地の活性化

（４）都市と農山漁村の共生・対流（４）都市と農山漁村の共生・対流

（５）都市間距離の克服（５）都市間距離の克服

（６）生活圏域内の快適なモビリティ確保（６）生活圏域内の快適なモビリティ確保

（７）地域医療の支援（７）地域医療の支援

（８）財政制約と行政サービス（８）財政制約と行政サービス

（９）公共投資の縮小（９）公共投資の縮小

東北圏発展の課題－２

風力発電総出力（風力発電総出力（H20H20））

広域的なエコロジカル・
ネットワークを形成

「緑の回廊」 里山や河川等

一体的な管理

生態系保護
地域

緑の回廊

人と自然との共生を重視し、適切に管理さ
れた国土を形成するためのモデル地域とし
て全国に発信

生態系保護
地域

生態系保護
地域

緑の回廊 緑の回廊

エコロジカル・エコロジカル・
ネットワークネットワーク

北海道
15%

その他
38%

九州圏
15%

東北圏
32%

（１）新エネルギー等利用の推進
（２）３Ｒの推進
（３）生態系の維持、自然環境の保全

５．豊かな自然との共生、循環型社会の構築５．豊かな自然との共生、循環型社会の構築

（１）地域への誇りや愛着の醸成・活動への参画（１）地域への誇りや愛着の醸成・活動への参画
（２）人材の育成と活用（２）人材の育成と活用
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東北圏東北圏 全全 国国

高齢人口

生産
年齢
人口

年少人口

年齢階層別人口見通し（％）年齢階層別人口見通し（％）

高等学校卒業者の高等学校卒業者の
首都圏への就職率首都圏への就職率

８．若者の定着、人材育成８．若者の定着、人材育成

（１）圏土の管理、自然資源の保全と活用（１）圏土の管理、自然資源の保全と活用
（２）歴史文化の保全・発信（２）歴史文化の保全・発信

６．美しい東北圏の圏土の保全と活用６．美しい東北圏の圏土の保全と活用

東北圏
21%その他

34%

北海道
16%

首都圏
13%

中部圏
16%

自然公園面積比自然公園面積比

耕作放棄地面積の推移（農家）耕作放棄地面積の推移（農家）

75.1

61.2

87.7

71.3

73.5

84.2

69.4

70.0

58.1

83.4

18.3

18.8

11.8

23.8

23.7

13.2

25.6

22.0

23.3

4.3

50.0 30.1

0 20 40 60 80 100

全国計

北海道

東北圏

首都圏

北陸圏

中部圏

近畿圏

中国圏

四国圏

九州圏

沖縄

0-30分圏 31-60分圏

高度医療施設時間圏域別カバー人口の割合高度医療施設時間圏域別カバー人口の割合

（％）

今後消滅の可能性のある集落数の変化今後消滅の可能性のある集落数の変化

22.2

48.8

29.1

13.9

20.9 19.6
15.8

24.3 22.2
19.7

14.4

0

10

20
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40

50

60
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国

北
海
道

東
北
圏
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都
圏

北
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圏

中
部
圏
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畿
圏

中
国
圏

四
国
圏

九
州
圏

沖
縄
県

(km)

東
北
圏

1.32
倍

圏域別の平均都市間距離圏域別の平均都市間距離

東北圏発展の課題東北圏発展の課題東北圏の特徴とポテンシャル東北圏の特徴とポテンシャル 東北圏を取り巻く潮流東北圏を取り巻く潮流

『『東北圏の将来像東北圏の将来像』』

７．人口減少社会・高齢化への対応７．人口減少社会・高齢化への対応

４

資料：国勢調査（資料：国勢調査（H17H17））
都道府県の将来推計人口都道府県の将来推計人口 平成平成1199年年55月推計月推計

国立社会保障・人口問題研究所国立社会保障・人口問題研究所

資料：日本における風力発電設備資料：日本における風力発電設備
・導入実績（・導入実績（NEDONEDO）もとに集計）もとに集計

資料：環境省データを元に集計資料：環境省データを元に集計

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

60,000 

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

北海道 東北圏
首都圏 北陸圏
中部圏 近畿圏
中国圏 四国圏
九州圏 沖縄県

資料：農林業センサス資料：農林業センサス 資料：学校基本調査資料：学校基本調査
（文部科学省）（文部科学省）

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

北海道 東北圏 北陸圏

中国圏 四国圏 九州圏

沖縄県 中部圏 近畿圏

資料資料：過疎地域等における集落再編の新たなありかたに：過疎地域等における集落再編の新たなありかたに
関する調査報告書（国土庁関する調査報告書（国土庁））

国土形成計画策定のための集落の状況に関する国土形成計画策定のための集落の状況に関する
現況把握調査現況把握調査H19H19.8.8（国土交通省）（国土交通省）

今後消滅の可能性のある集落数
10年以内に

消滅
いずれ消滅 計

北海道 H18 23 187 210
H11 44 96 140

東北圏 H18 65 340 405
H11 41 192 233

首都圏 H18 13 123 136
H11 19 101 120

北陸圏 H18 21 52 73
H11 14 31 45

中部圏 H18 59 213 272
H11 46 166 212

近畿圏 H18 26 155 181
H11 24 114 138

中国圏 H18 73 425 498
H11 80 380 460

四国圏 H18 90 404 494
H11 84 314 398

九州圏 H18 53 319 372
H11 67 296 363

沖縄県 H18 0 2 2
H11 0 0 0

全国 H18 423 2,220 2,643
H11 419 1,690 2,109

資料資料：広域地方計画の策定に資する広域ブロックの現状評価データ集：広域地方計画の策定に資する広域ブロックの現状評価データ集
（国土交通省国土計画局（国土交通省国土計画局 H20.3H20.3））



東北圏の将来像・戦略的目標

～美しい森と海、人の息吹と躍動感に満ちた「東北にっぽん」の創造～～美しい森と海、人の息吹と躍動感に満ちた「東北にっぽん」の創造～

東北圏の持つ優れたポテンシャルを活かしながら、東北圏を支える人々が才能を発揮し、国内外の人々との交流・東北圏の持つ優れたポテンシャルを活かしながら、東北圏を支える人々が才能を発揮し、国内外の人々との交流・
連携を進め、新たな時代の潮流に対応・貢献できる多様で自立した東北圏を形成することで、美しい自然と様々な国連携を進め、新たな時代の潮流に対応・貢献できる多様で自立した東北圏を形成することで、美しい自然と様々な国
の人や多くの世代が光り輝く、森と海、人の息吹の人や多くの世代が光り輝く、森と海、人の息吹と躍動感に満ちたと躍動感に満ちた空間を創りあげていく空間を創りあげていく。。

東北圏の将来像東北圏の将来像

５つの戦略的目標５つの戦略的目標３つの基本方針３つの基本方針

１．１．『『恵み豊かな自然と共生する環境先進恵み豊かな自然と共生する環境先進
圏圏域域の実現の実現』』

５．５．『『東北圏民が一体となって地域を考え東北圏民が一体となって地域を考え
行動する圏域行動する圏域の実現の実現』』

２．２．『『雪にも強く安全で安心して暮らせる雪にも強く安全で安心して暮らせる温もり温もり
のある人に優しい圏域の実現のある人に優しい圏域の実現』』

３．３．『『地域の資源、特性を活かした世界に地域の資源、特性を活かした世界に
羽ばたく産業による自立的な圏域の実現羽ばたく産業による自立的な圏域の実現』』

４．４．『『交流・連携機能の強化による世界に交流・連携機能の強化による世界に
開かれた圏域の実現開かれた圏域の実現』』

自然・環境・暮らし

産業・国際連携

人材・担い手

自立的・持続的な成
長 を 実 現 する 東北
にっぽん自立経済圏

一人一人ひとりの
自立意識と協働
で 創 る 東 北 圏

人と自然が共生し
地球に優しく生命力
あ ふ れ る 空 間

５
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戦略的目標１戦略的目標１ 恵み豊かな自然と共生する環境先進圏域の実現恵み豊かな自然と共生する環境先進圏域の実現

潤いのある生活環境を構築するた
めに、美しい四季に彩られる森林や
田園、川や海辺の保全と継承

◆新エネルギー等の活
用推進

◆低炭素社会の構築
◆二酸化炭素吸収源と

しての森林整備
◆循環型社会の構築

豊穣な自然と新エネルギー等創出の
ポテンシャルを活かし地球環境保全の
先進的圏域として低炭素社会・循環型
社会を構築

◆良好な景観の保全と創出
◆美しい森林、田園、川や海辺風景の保全と継承
◆豊かな自然環境の保全と継承

青森県エコタウン

亜鉛、鉛、フェロ等

八戸港

金、銀、銅等

秋田県北部エコタウン

能代港

リサイクル産業
情報センター

釜石エコタウン

釜石港

鉛等

鶯沢エコタウン

銅、亜鉛等

酒田港

姫川港

使用済小型家電
の収集試験

圏
域
へ
の
展
開

他港

圏
域

へ
の

展
開

他港
他港

他港

エコタウン

リサイクルポート

主な精錬所での回収金属

今後目指すべき展開

広域的なエコロジカルネットワークの形成広域的なエコロジカルネットワークの形成広域的なエコロジカルネットワークの形成

◆流域圏の貯留浸
透・水源かん養機
能保全、適切な地
下水管理

◆おいしい水の供
給とうるおいある
水辺空間創出

◆渇水に強い地域
づくり

◆総合的な土砂管
理の取組の推進

◆流域に着目した
交流・連携

◆海域の環境保
全・再生・利用

主な河川と直轄ダム主な河川と直轄ダム主な河川と直轄ダム

海域の環境保全（浄土ヶ浜）

水源地の水質保全
（空気揚水筒：釜房ダム）

健全で豊かな水環境と海域の
環境保全・再生・利用

良好な水辺空間創出
（多自然川づくり：子吉川）

流域内交流・連携
（住民団体による河川清掃活動）

直轄ダム

６

白神八甲田
緑の回廊

八幡平太平山
緑の回廊

鳥海朝日・飯豊
吾妻緑の回廊

奥羽山脈
緑の回廊

北上高地
緑の回廊

白神山地森林生態
系保護地域

恐山山地森林生
態系保護地域

早池峰山
周辺森林
生態系保
護地域

栗駒山・栃ヶ森
山周辺森林生
態系保護地域

朝日山地周辺森林
生態系保護地域

飯豊山周辺森林
生態系保護地域

吾妻山周辺森林生
態系保護地域

青森県

岩手県

秋田県

宮城県

山形県

福島県

新潟県

奥会津森林生
態系保護地域

緑の回廊 越後線

会津山地 緑の回廊

鳥海朝日・飯豊
吾妻緑の回廊

利根川源流・
燧ヶ周辺森林生
態系保護地域

緑の回廊
三国線

佐武流山周
辺森林生態
系保護地域
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戦略的目標２戦略的目標２ 雪にも強く安全で安心して暮らせる温もりのある人に優しい圏域の実現雪にも強く安全で安心して暮らせる温もりのある人に優しい圏域の実現①①

◆総合的な災害対策の推進
◆大規模地震・津波対策の推進
◆風水害、土砂災害、高潮災害対策の推進
◆火山噴火災害対策の推進
◆予防保全的管理への転換
◆原子力関連施設の安全性確保

◆冬季間の安全・安心な交通ネットワークの
確保

◆地域の安全で快適な暮らしの確保
◆雪の有効活用

◆都市機能の分担と広域連携
◆市街地拡大の見直しと農地の維持・保全
◆既存ストックの有効活用による効率的な
サービスの提供

◆安全で安心、豊かな暮らしの確保
◆誰もが移動しやすい交通サービスの確保
◆都市と農山漁村の共生と地域経済の活性化

都市機能の分担と広域連携概念図都市機能の分担と広域連携概念図都市機能の分担と広域連携概念図

 

 

 

市街地拡大抑制

 

 

 

市街地拡大抑制

総合的な災害対策の推進に加えて、
地域防災力の向上を図り、災害に
備えたしなやかな圏域を形成

冬期間の安全で快適な生活や地域
間交流・連携を支える雪対策を推
進するなど、冬に強い地域づくりを
推進

相互に機能を分担し、連携、補完
し合う、都市と農山漁村の共生と
交流を推進する生活圏域（東北発
コンパクトシティ）を形成

東北圏の主な雪氷熱利用状況東北圏の主な雪氷熱利用状況
東北経済産業局ＨＰ等東北経済産業局ＨＰ等

青森市

上越市

奥州市

南魚沼市

西和賀町横手市

羽後町

湯沢市
東成瀬村

金山町

鶴岡市
新庄市

舟形町

大石田町

村山市飯豊町 高畠町

北塩原村

昭和村

喜多方市

西会津町

北海道

首都圏等

被災地域

日本海・千島海溝周辺海溝型地震災害時の日本海・千島海溝周辺海溝型地震災害時の
応援のイメージ応援のイメージ

【広域連携による災害対応（例）】
・日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震対策東
北地区連絡協議会
・大規模災害時の北海道・東北８道県相互応援
に関する協定
・東北地方公共施設関係災害対策連絡協議会
・地方自治体間の災害応援協定等
・ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ ・ ＤＭＡＴ・東北管区広域緊

急援助隊の効率的運用

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ先遣隊による
調査(岩手・宮城内陸地震）

地域防災力強化（住
民参加型防災マップ

の作成）

地域防災力強化（住
民参加型防災マップ

の作成）

雪冷房倉庫（新潟県）

積雪による渋滞 日々の雪下ろしは重労働

南会津町

７

県庁所在
 都市等

周辺市町村

広域的な生活圏

日常の生活圏

広域交通ネットワーク

日常生活圏交通ネットワーク

※高次医療施設や文化施設など、
　より高度な都市的サービスを分担

農山漁村
（連携）
農山漁村
（連携）

※高次医療施設や文化施設など、
より高度な都市的サービスを分担



戦略的目標２戦略的目標２ 雪にも強く安全で安心して暮らせる温もりのある人に優しい圏域の実現雪にも強く安全で安心して暮らせる温もりのある人に優しい圏域の実現②②

地域の中心となる都市において、
特性に応じた機能を集積させ、 地
域の持続的な発展の核となる活力
ある都市を形成

良好な生活環境づくりを支える社会
基盤の整備、多様な地域のネット
ワークを構築し、 暮らしやすい農山

漁村を形成

暮らしを支える医療や福祉等の
サービスを充実するなど、人に優
しい圏域づくり

◆都市内拠点への機能集積の強化
◆中心市街地の活性化と歩いて暮らせるまち
づくり

◆都市における安全・安心の確保
◆豊かな住生活の実現
◆良好なまちなみ景観の形成
◆環境問題に対応した都市の形成
◆特色を活かした文化・芸術機能の強化、

まちづくりの推進
◆東北圏を牽引する国際的な中枢都市の形成

◆生産活動及び生活環境に資する社会基盤・
情報通信基盤整備の推進

◆東北圏の農山漁村が持つ魅力を活かした交
流人口の拡大

◆多様な地域ネットワークの構築
◆条件不利地域への支援

◆医療サービスの充実と救急対応の向上
◆少子高齢化等に対応した福祉サービスの

充実
◆ユニバーサルデザインの推進

滞在型市民農園
(宮城県 丸森町)
滞在型市民農園滞在型市民農園
((宮城県宮城県 丸森町丸森町))

体験観光の状況
(岩手県田野畑村)
体験観光体験観光の状況の状況

((岩手県田野畑村岩手県田野畑村))
高度医療施設へ高度医療施設へ

6060分以内で到達できる圏域分以内で到達できる圏域

高度医療施設

６０分到達圏

高規格幹線道路

　供用区間

　その他区間

地域高規格道路

　供用区間

　その他区間

　　　平成１７年末時点

救急車退出路

（平成 19 年度末）

凡例

ドクターヘリ（出典 福島県提供）ドクターヘリドクターヘリ（出典（出典 福島県提供）福島県提供）

東北圏の政令市
新潟市(左)と仙台市(右)

東北圏の政令市東北圏の政令市
新潟市新潟市((左左))と仙台市と仙台市((右右))

青森市

三沢市

八戸市
弘前市

秋田市
盛岡市

久慈市

鶴岡市

新潟市

仙台市

中心市街地
活性化計画認定都市

８



戦略的目標３戦略的目標３ 地域の資源、特性を活かした世界に羽ばたく産業による自立的な圏域の実現地域の資源、特性を活かした世界に羽ばたく産業による自立的な圏域の実現

東北圏の地域の基盤となる農林水産業の
再生を図るため、東北圏の総合力が支える
持続可能な農林水産業を創出

LNG輸入基地となる新潟港LNGLNG輸入基地となる新潟港輸入基地となる新潟港

◆安全で安心できる食を
支える農業の振興

◆美しい森林を守り育て
る林業の振興

◆豊かな海を守り育てる
水産業の振興

◆他産業との融合

◆エネルギーの安定供給
◆エネルギー技術開発の推進

◆東北圏のものづくり技術を活かした
戦略的な産業振興

◆自動車産業クラスターの形成
◆環境産業の振興
◆地域産業の支援
◆産学官連携の推進
◆産業を支える社会基盤整備

東北圏からの農林水産物の主な輸出先東北圏からの農林水産物の主な輸出先東北圏からの農林水産物の主な輸出先

海底資源分布とガスパイプライン設置状況海底資源分布とガスパイプライン設置状況海底資源分布とガスパイプライン設置状況

八戸地域

青森・弘前地域

秋田北部地域

本荘・由利地域

会津地域

いわき地域

北上川流域地域

広域仙台地域
山形・米沢地域

広域郡山地域

クラスター形成に向けた取組クラスター形成に向けた取組クラスター形成に向けた取組

地域特性を活かした戦略的な産業集
積の促進及び地域資源を活用した産
業振興等を推進し、国際競争力を持つ
産業群を形成

エネルギー分野における研究開発を促進
するなど、地球に優しいエネルギーの安定
供給と、世界を先導するエネルギー技術開
発を推進

ほたてがい
等

りんご、米 等

ほたてがい 等

りんご、サクランボ 等

りんご 等

りんご 等

りんご、もも 等

さんま 等

柿 等

９

◆地域資源の再発
見と利活用の推
進、新たな価値
観への対応

◆連携による観光
推進体制の確立

◆来訪者の受け入
れ体制の充実

観光振興に係る県境を超えた連携例観光振興に係る県境を超えた連携例

北関東磐越五県
広域観光推進協議会

（茨城県、栃木県、群馬県、
福島県、新潟県）

北東北三県観光立県推進協議会
（青森県、岩手県、秋田県）

会津・米沢地域観光圏推進協議会
（会津若松市、喜多方市、下郷町、

南会津町、米沢市）

伊達な広域観光
推進協議会

（仙台市、気仙沼
市、大崎市、登米
市、松島町、利府
町、南三陸町、一
関市、奥州市、平

泉町）

北の縄文文化回廊づくり
（北海道、青森県、岩手県、秋田県）

縄文文化遺産を活かした地域間交流、
情報発信

三県共同による「祭り」、「温泉」など
観光資源の情報発信

「温泉」「食」等の豊富な観光資源を
活かした観光圏 平泉とその周辺

の歴史的・
文化的資源を核
とした観光圏

伝統、自然、歴史、温泉、グ
ルメを巡るルート

新幹線・青函トンネ
ル・青函フェリーを
活かした交流・連携

青函インター
ブロック交流圏

構想推進協議会
（青森県、北海道（道

南圏））

東北圏が一体となって、国内外から多くの
人が訪れる魅力ある、東北圏ならではの
地域資源を活かした観光交流の拡大

高速バス発着都市

高規格幹線道路

２１世紀ＦＩＴ構想推進協議会
（福島県、茨城県、栃木県）

３県県際地域の豊かな自然・伝
統文化を活かした交流・連携



戦略的目標４戦略的目標４ 交流・連携機能の強化による世界に開かれた圏域の実現交流・連携機能の強化による世界に開かれた圏域の実現

◆グローバル・ネットワークの構築
◆グローバル・ゲートウエイの機能強化
◆戦略的・効率的な国際物流の実現と推進体制の
充実

東北圏が環太平洋・環日本海の国際
交流・連携活動の拠点となる「環太平
洋・環日本海ゲートウェイ」の形成

地域間の広域連携・産業経済・圏民
生活等を支援する高速交通交流圏
の形成

北米等アジア・
ロシア等

ｸﾗｽﾀｰ間連携
圏域内連携

国内他圏域

国内他圏域

拠点・
クラスタｰ

物流拠点

高速交通
ﾈｯﾄﾜｰｸ

高速交通ネットワークと一体となっ
て機能する圏域内外を結ぶ多様で
重層的なネットワークの形成

◆格子状骨格道路ネットワークの整備
と効率的活用

◆高速鉄道ネットワークの形成
◆国内航空ネットワークの維持拡大

◆基幹的な国内物流ネッ
トワークの形成と複合
一貫輸送の促進

◆生活と観光交流を支え
るネットワークの形成

◆情報通信格差の解消

「環太平洋・環日本海ゲートウエイ」イメージ「「環太平洋・環日本海ゲートウエイ環太平洋・環日本海ゲートウエイ」」イメージイメージ

重層的なネットワーク形成イメージ重層的なネットワーク重層的なネットワーク形成形成イメージイメージ

多目的国際ターミナル整備イメージ多目的国際ターミナル整備イメージ

格子状骨格道路ネットワーク整備イメージ格子状骨格道路ネットワーク整備格子状骨格道路ネットワーク整備イメージイメージ

国際海上コンテナターミナル国際海上コンテナターミナル

１０



戦略的目標５戦略的目標５ 東北圏民が一体となって地域を考え行動する圏域の実現東北圏民が一体となって地域を考え行動する圏域の実現

多様化する地域課題に対応し、地域社会の再生・活性化を
図るため、地域コミュニティ等における様々な活動の促進を
図るとともに、地域の実情に応じ、多様な主体が協働する
「東北にっぽん」を創造する地域づくり協働体を構築

将来を担う人材の育成や、外部人材も含め
た多様多彩な人材の力を積極的に活用する
など、「東北にっぽん」の創造を支える人材の
育成と活用

◆地域づくりの実行力を備えた人材の育成
◆地域の産業を支える人材の育成
◆地域医療・福祉サービスを担う人材の育成
◆地域の文化芸術を担う人材の育成
◆外部人材等との交流・連携と情報発信

◆地域づくり協働体の構築
◆中間支援組織と財政的支援
◆地域づくり評価制度
◆公物の管理を通じた協働

地域づくり協働体と地域づくりコンソーシアム
のイメージ

地域づくり協働体と地域づくりコンソーシアム地域づくり協働体と地域づくりコンソーシアム
のイメージのイメージ

姉妹都市交流の様子姉妹都市交流の様子

（出典（出典 仙台市ＨＰ）仙台市ＨＰ）

官学連携で「官学連携で「ＡｋｉｔａふるさとＡｋｉｔａふるさと
活力人養成セミナー」の様子活力人養成セミナー」の様子

((出典出典 秋田県秋田県ＨＰＨＰ))

地域医療・福祉サービスを担う人材の育成地域医療・福祉サービスを担う人材の育成地域医療・福祉サービスを担う人材の育成

東北７県

東北圏の
市町村

住民自治組織：地縁組織・市民活動団体（ＮＰＯ等）、個人（ボランティア等）

地域づくり協働体

住民自治組織：地縁組織・市民活動団体（ＮＰＯ等）、個人（ボランティア等）

東北圏のNPO等団体

中間的な支援組織

・中間的な支援組織：
地域の身近に存在す
るまちづくりＮＰＯ等

・地域づくりの情報交換
・相談、助言の窓口

地域づくりファンド

地域づくりコンソーシアム

東北圏の大学・研究機関

東北圏の

企業・金融機関・経済団体

東北圏のNPO等団体

基礎自治体
地域づくり協議会

○○地区
まちづくり委員会

国

東北７県

東北圏の
市町村

住民自治組織住民自治組織
住民自治組織

１１

中学校

小学校

高等学校

地域出身の医師や看護師育成

連携

大学

医療

行政



１．１．『『恵み豊かな自然と共生する環境先進恵み豊かな自然と共生する環境先進
圏域の実現圏域の実現』』

①地球環境保全のための低炭素社会・循環型社会の構築
②美しい四季に彩られる森林や田園、川や海辺の保全と継承
③豊かな水環境と海域の環境保全・再生・利用

２．２．『『雪にも強く安全で安心して暮らせる雪にも強く安全で安心して暮らせる温も温も
りりののある人に優しい圏域の実現ある人に優しい圏域の実現』』

④災害に備えたしなやかな圏域の形成
⑤冬に強い地域づくりの推進
⑥都市と農山漁村の共生と交流を推進する生活圏域

（東北 発コンパクトシティ）の形成
⑦地域の持続的な発展の核となる活力ある都市の形成
⑧暮らしやすい農山漁村の形成
⑨人に優しい圏域づくり

３．３．『『地域の資源、特性を活かした世界に羽地域の資源、特性を活かした世界に羽
ばばたく産業による自立的な圏域の実現たく産業による自立的な圏域の実現』』

⑩国際競争力を持つ産業群の形成
⑪地球に優しいエネルギーの安定供給と世界を先導する

エネルギー技術開発推進
⑫東北圏の総合力が支える持続可能な農林水産業の創出
⑬東北圏ならではの地域資源を活かした観光交流の拡大

４．４．『『交流・連携機能の強化による世界に開交流・連携機能の強化による世界に開
かれた圏域の実現かれた圏域の実現』』

⑭「環太平洋・環日本海ゲートウエイ」の形成
⑮高速交通交流圏の形成
⑯圏域内外を結ぶ多様で重層的なネットワークの形成

５．５．『『東北圏民が一体となって地域を考え行東北圏民が一体となって地域を考え行
動する動する圏域圏域の実現の実現』』

⑰「東北にっぽん」を創造する地域づくり協働体の構築
⑱「東北にっぽん」の創造を支える人材の育成と活用

５つの戦略的目標５つの戦略的目標 １８の主要な施策１８の主要な施策

５つの戦略目標 と １８の主要な施策

１２


